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(
S
記）

編
集
後
記

R
記
念
号
の
刊
号
が
、
諸
般
の
事
情
で
か
な
り
遅
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
関
係
の
皆
様
方
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

④
昭
和
五
十
九
年
二
月
二
十
日
の
高
橋
家
告
別
式
と
、
昭
和
五
十

九
年
三
月
二
十
八
日
の
大
阪
大
学
文
学
部
葬
と
の
一
一
度
の
機
会
に

頂
戴
致
し
ま
し
た
多
数
の
弔
辞
を
、
各
位
の
御
了
承
を
え
て
、
順

序
通
り
全
て
、
第
一
部
冒
頭
に
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

生
当
研
究
室
発
行
の
「
哲
学
論
叢
」
は
昭
和
五
十
二
年
七
月
、
故

高
橋
昭
二
教
授
を
責
任
者
と
し
て
発
刊
し
、
今
回
で
す
で
に
十
六

号
を
数
え
る
に
到
り
ま
し
た
。
同
教
授
の
御
遺
志
を
受
け
、
引
き

続
き
微
力
な
が
ら
刊
行
を
続
け
て
い
く
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
発
行
回
数
、
配
布
先
の
点
で
以
後
多
少
の
規
模
縮
少
を
図

ら
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
が
、
今
後
と
も
皆
様
方
の
御
支
援
の
ほ
ど
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

屋
高
橋
先
生
は
絶
え
ず
何
も
の
か
と
闘
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
相
手
の
臓
腑
を
も
掴
む
あ
の
凜
烈
さ
、
あ
の
一
途
の

責
任
感
。
そ
し
て
、
前
線
に
て
病
に
斃
れ
ら
れ
た
。
星
落
秋
風
五

丈
原
。
い
ま
、
師
恩
に
報
い
る
べ
く
邁
進
し
ま
す
、
と
宣
言
す
る

に
は
わ
れ
わ
れ
研
究
室
員
は
ま
だ
あ
ま
り
に
不
肖
、
今
は
自
ら
を

叱
陀
す
る
の
み
で
す
。

印
刷
所

豊
中
市
待
兼
山
町
一
番
一
号

編

集

者

大

阪

大

学

文

学

部

兼

哲

学

哲

学

史

第

二

講

座

発
行
者
（
大
阪
カ
ン
ト
・
ア
ー
ベ
ン
ト
）

株

式

会

社

靡

同

朋

舎

京
都
市
下
京
区
中
堂
寺
鍵
田
町
二

6

京
都

(
O七
五
）
三
六
一
ー
九
―
ニ
―

「
哲
学
論
叢
」
第
十
六
号

昭
和
六
十
年
十
二
月
五
日
印
刷

昭
和
六
十
年
十
二
月
五
日
発
行
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